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江南市地域公共交通基礎調査スケジュール 

 

１．経緯 

 これまで平成 30年３月に策定した「江南市における地域公共交通の基本的な考え方」

（令和７年４月改定）に基づき、公共交通政策を進めてきましたが、市民の生活様式が多

様化する中で、利用実態にも変化がみられます。そのため、既存公共交通の利用実態の把

握を行いながら、江南市の地域特性に適した地域公共交通網へと見直す必要があり、江南

市地域公共交通計画を策定するため基礎調査を実施するものです。 

 

２．地域公共交通計画とは 

地域公共交通計画は、「地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿」を明らかにす

る「マスタープラン」の役割を果たすものであり、国が定める「地域公共交通の活性化及

び再生の推進に関する基本方針」に基づき、地方公共団体が地域の移動に関する関係者を

集めて法定協議会を開催しつつ、交通事業者や地域の関係者等との協議を重ねることで作

成していくものである。 

地域公共交通計画は、地域の社会・経済の基盤となるものであり、全ての地方公共団体

において、計画の作成や実施は「努力義務」として定められている。                

（引用：国土交通省「地域公共交通計画等の作成と運用の手引き」） 

 

３．地域公共交通会議と法定協議会の違い 

 地域公共交通会議 法定協議会 

根拠法令等 道路運送法 地域公共交通の活性化及び再生に関す

る法律 

目的 地域の実情に応じた適切な乗合旅客運

送の態様等に関する事項、自家用有償

旅客運送の必要性に関する事項、その

他これらに関し必要となる事項の協議

を実施 

地域公共交通計画の作成及び実施に関

し必要な協議 

対象となる

交通モード 

路線バス、タクシー（乗合）、コミュ

ニティバス 

多様な交通モード（左記交通モードに

加え、鉄道、福祉輸送、民間事業者の

輸送サービス等を含む） 

構成員 市、県、運輸局、交通事業者、交通事

業者の運転者組織、住民・利用者代

表、道路管理者、学識経験者、その他

市が必要と判断する者 

市、県、運輸局、交通事業者、住民・

利用者代表、道路管理者、学識経験

者、その他市が必要と判断する者 

協議結果 法律上の規定なし 尊重義務あり 

事業実施 予算の執行権限がないため、事業実施

はできない 

運行主体として事業実施が可能 
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４．「江南市地域公共交通計画」策定に向けた事業内容 

年度 事業内容 主な実施項目 

令和７年度 地域公共交通に関する基礎調査 ・上位関連計画・社会情勢の整理等 

・市民アンケート調査 

・路線バス利用実態調査及びバス利用

者アンケート 

・公共交通の現状の分析    など 

令和８年度

以降 

地域公共交通計画の策定 ・「江南市における地域公共交通の基

本的な考え方」の評価 

・交通事業者等の意見収集 

・地域公共交通の課題整理 

・基本的な方針及び施策の検討 など 

 ※いこまいＣＡＲは毎月の運行事業者からの利用実績の報告で詳細な情報が得られているため、

改めて調査は行わない。 
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(3)アンケートの発送・回答
4.市民アンケート調査の実施・分析

(2)配布枚数の整理・抽出

(2)調査実施

(2)整理

3.交通サービスの現状の整理
(1)整理項目の検討

(2)整理

(1)アンケート調査票の作成

2月 3月6月 7月 8月

江
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1.上位関連計画・社会情勢の整理等
(1)整理項目の検討

(2)整理

(2)会議

(3)議事録・意見対応表の作成

(4）結果の整理・分析

5.公共交通利用実態調査・利用者アンケート調査の実施・分析

(1）アンケート調査票の作成

(3)結果の整理・分析

6.各交通サービスの現状の利用分析、他地域の事例分析
(1)分析項目の検討

(2)分析

1月9月

2.地域概況の整理
(1)整理項目の検討

7.江南市地域公共交通会議

(1)議題の検討、資料作成

５．江南市地域公共交通基礎調査スケジュール

10月 11月 12月
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